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じ
め
に

　
約
八
年
間
に
わ
た
る
日
中
全
面
戦
争
（
一
九
三
七
～
四
五
）
の
端
緒
と
な
っ

た
事
件
は
、
一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
七
月
七
日
夜
に
中
国
・
北
平
郊
外
の

盧
溝
橋
近
く
で
発
生
し
た
（
厳
密
に
言
う
と
武
力
衝
突
は
七
月
八
日
早
朝
に
始

（
1
）

ま
る
）
、
所
謂
「
盧
溝
橋
事
件
」
で
あ
る
。
こ
の
事
件
を
め
ぐ
っ
て
は
、
そ
の

当
時
か
ら
現
在
に
い
た
る
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
評
価
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

盧
溝
橋
事
件
が
ど
の
よ
う
な
原
因
か
ら
勃
発
し
た
か
を
分
析
す
る
こ
と
は
、
日

中
全
面
戦
争
開
始
の
責
任
の
所
在
を
ど
こ
（
誰
）
に
求
め
る
の
か
、
と
い
う
議

論
に
発
展
す
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
本
稿
に
お
い
て
は
、
盧
溝
橋
事
件
が
日
中
両
国
に
お
い
て
日
中
戦
争

後
か
ら
現
在
ま
で
ど
の
よ
う
な
歴
史
的
評
価
が
な
さ
れ
て
き
た
か
を
分
析
し
た

の
ち
、
こ
の
事
件
の
同
時
代
に
お
け
る
評
価
の
問
題
を
考
え
て
み
る
。
そ
れ
は
、

こ
の
事
件
を
当
時
の
人
々
が
ど
の
よ
う
に
分
析
し
た
の
か
を
見
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
現
在
の
我
々
が
こ
の
事
件
を
解
釈
す
る
時
に
、
何
ら
か
の
示
唆
さ
れ
る
も

の
が
導
き
出
せ
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
筆
者
は
、
か
つ
て
「
西
安
事

変
と
『
中
国
統
一
化
』
論
争
」
（
『
学
習
院
史
学
』
第
三
四
号
　
一
九
九
六
）
と

い
う
論
文
に
お
い
て
、
一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年
一
二
月
一
二
日
に
発
生
し

た
所
謂
「
西
安
事
変
」
を
発
端
と
し
て
、
日
本
の
論
壇
に
お
い
て
行
わ
れ
た

「
中
国
統
一
化
」
論
争
を
舞
台
と
し
た
、
矢
内
原
忠
雄
・
大
上
末
広
・
中
西

功
・
尾
崎
秀
実
・
尾
崎
庄
太
郎
な
ど
の
現
代
中
国
社
会
に
関
す
る
現
状
分
析
の

論
考
を
取
り
上
げ
て
み
た
。
本
稿
で
は
そ
の
続
編
と
し
て
、
尾
崎
秀
実
（
お
ざ

き
・
ほ
つ
み
、
一
九
〇
一
～
四
四
）
の
盧
溝
橋
事
件
に
関
す
る
論
考
を
取
り
上

げ
て
、
尾
崎
秀
実
が
こ
の
事
件
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
よ
う
と
し
て
い
た
か
に

つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

『
国
民
の
歴
史
』
と
日
中
戦
争

　
こ
こ
数
年
、
従
来
の
戦
後
の
歴
史
学
を
「
自
虐
史
観
」
と
批
判
し
、
新
た
に

「
自
由
主
義
史
観
」
を
標
携
す
る
「
新
し
い
歴
史
教
科
書
を
つ
く
る
会
」
の
活

動
が
注
目
を
受
け
て
い
る
q
中
で
も
、
こ
の
会
の
会
長
で
あ
る
西
尾
幹
二
氏
が

一
九
九
九
（
平
成
一
一
）
年
一
〇
月
に
刊
行
し
た
『
国
民
の
歴
史
』
が
、
二
〇

〇
〇
（
平
成
一
二
）
年
一
月
に
は
発
行
部
数
が
七
二
万
部
を
突
破
し
て
い
る
と
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い
う
。
西
尾
氏
は
、
こ
の
『
国
民
の
歴
史
』
の
「
あ
と
が
き
」
に
お
い
て
、
自

書
に
つ
い
て
「
日
本
か
ら
見
た
世
界
史
の
中
に
き
ち
ん
と
日
本
を
位
置
づ
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

よ
う
な
日
本
史
の
通
史
を
書
き
た
か
っ
た
」
と
語
っ
て
い
る
。

　
周
知
の
と
お
り
、
こ
の
『
国
民
の
歴
史
』
に
は
多
く
の
問
題
点
が
存
在
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
3
）

お
り
、
そ
れ
に
関
し
て
は
、
多
く
の
歴
史
家
か
ら
の
批
判
が
あ
る
。
そ
の
中
で

特
に
注
目
す
べ
き
も
の
は
、
こ
の
『
国
民
の
歴
史
』
に
は
、
日
本
近
現
代
史
に

お
け
る
、
日
清
戦
争
に
始
ま
る
日
本
の
中
国
侵
略
拡
大
の
歴
史
事
実
が
完
全
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

欠
落
し
て
い
る
、
と
い
う
批
判
で
あ
る
。
本
稿
で
も
こ
の
批
判
を
支
持
し
た
い
。

こ
の
『
国
民
の
歴
史
』
を
見
る
と
、
西
尾
氏
は
昭
和
に
お
け
る
日
米
人
種
戦
争

ば
か
り
強
調
し
て
い
て
、
日
本
の
他
国
へ
の
加
害
・
侵
略
の
歴
史
を
完
全
に
無

視
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
西
尾
氏
に
と
っ
て
の
昭
和
の
戦
争
と
は
、
ア
メ
リ
カ

と
の
そ
れ
し
か
視
野
に
入
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
九
三
一
（
昭
和

六
）
年
の
九
月
一
八
日
に
勃
発
し
た
満
州
事
変
に
始
ま
る
日
中
間
の
約
一
五
年

に
及
ぶ
戦
争
を
視
野
に
入
れ
ず
し
て
、
果
た
し
て
「
国
民
の
歴
史
」
も
し
く
は

「
日
本
史
の
通
史
」
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
つ
ぎ
に
、
注
目
す
べ
き
資
料
が
あ
る
。
明
治
大
学
の
山
田
朗
氏
が
、
一
九
九

九
（
平
成
一
一
）
年
四
月
と
二
〇
〇
〇
（
平
成
一
二
）
年
四
月
に
明
治
大
学
と

東
京
外
語
大
学
の
文
系
の
三
、
四
年
生
一
八
六
名
に
行
っ
た
、
「
戦
争
へ
の
イ

メ
ー
ジ
」
と
題
す
る
、
〈
歴
史
認
識
〉
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
あ
る
。

こ
の
中
で
、
「
あ
な
た
は
日
中
戦
争
に
つ
い
て
ど
う
思
っ
て
い
ま
す
か
（
複
数

回
答
可
）
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
最
も
多
か
っ
た
の
が
「
日
本
に
よ
る
計

画
的
な
侵
略
戦
争
」
（
四
二
・
二
％
）
、
つ
ぎ
が
「
計
画
的
で
は
な
い
が
、
結
果

と
し
て
侵
略
戦
争
と
な
っ
た
」
（
二
五
・
三
％
）
、
そ
し
て
「
分
か
ら
な
い
」
も

二
一
・
一
％
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
き
っ
か
け
は
偶
然
に
起
き
た
日
中

両
軍
の
衝
突
」
（
六
・
○
％
）
「
中
国
側
の
抗
日
運
動
に
対
す
る
日
本
側
の
自
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

戦
争
」
（
一
・
八
％
）
と
い
う
回
答
は
少
数
で
あ
っ
た
。
こ
の
数
字
は
果
た
し

て
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
。

　
こ
の
結
果
を
見
る
と
、
こ
れ
ら
の
学
生
は
日
中
戦
争
に
関
し
て
は
「
侵
略
戦

争
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
山
田
朗
氏
は
、

こ
こ
か
ら
あ
え
て
「
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
回
答
の
多
さ
に
注
目
し
て
、
多
く

の
大
学
生
が
近
現
代
史
の
知
識
に
は
あ
ま
り
自
信
が
な
い
が
、
戦
争
に
は
「
侵

略
戦
争
」
で
あ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
、
と

い
う
事
実
に
注
目
す
る
。
そ
こ
か
ら
山
田
氏
は
、
こ
の
「
侵
略
戦
争
」
イ
メ
ー

ジ
の
定
着
は
、
実
は
意
外
に
も
ろ
い
土
台
の
上
に
あ
る
と
し
、
そ
こ
に
小
林
よ

し
の
り
『
新
・
ゴ
ー
マ
ニ
ズ
ム
宣
言
ス
ペ
シ
ャ
ル
　
戦
争
論
』
（
幻
冬
舎
　
一

九
九
八
）
や
西
尾
幹
二
『
国
民
の
歴
史
』
（
前
出
）
な
ど
の
、
歴
史
修
正
主
義

の
論
調
が
食
い
込
む
余
地
が
あ
る
の
で
、
歴
史
教
育
者
は
、
近
現
代
史
に
つ
い

て
言
え
ば
、
戦
争
や
植
民
地
支
配
の
実
態
を
具
体
的
に
知
ろ
う
と
す
る
意
欲
と

知
識
を
学
生
が
身
に
つ
け
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
と
主

　
　
　
　
　
　
（
6
）

張
す
る
の
で
あ
る
。

　
盧
溝
橋
事
件
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
章
に
見
る
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
が

あ
る
。
大
き
く
分
け
る
と
「
偶
発
」
説
、
「
計
画
」
説
、
の
二
つ
が
あ
る
。
し

か
し
、
こ
の
事
件
を
発
端
と
し
た
、
日
中
全
面
戦
争
を
根
幹
と
し
た
日
本
の
中

国
大
陸
侵
略
の
行
為
は
ま
ぎ
れ
も
な
い
歴
史
事
実
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の

点
を
特
に
確
認
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。
な
お
、
日
本
の
戦
争
責
任
の
問
題
に

関
し
て
は
、
稿
を
改
め
て
論
じ
て
み
た
い
。
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二
　
盧
溝
橋
事
件
の
歴
史
的
評
価
を
め
ぐ
っ
て
（
一
）

　
繰
り
返
す
が
、
盧
溝
橋
事
件
に
関
し
て
は
、
今
ま
で
日
中
両
国
に
お
い
て
さ

ま
ざ
ま
な
解
釈
が
な
さ
れ
て
き
た
。
秦
郁
彦
氏
は
、
こ
の
事
件
の
歴
史
的
評
価

に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
。
戦
後
、
一
貫
し
て
中
国
側
か
ら

こ
の
事
件
が
政
治
的
に
取
り
扱
わ
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
中
国
共
産
党
政
権

（
大
陸
）
が
国
民
党
政
権
（
台
湾
）
を
批
判
す
る
材
料
と
し
て
こ
の
事
件
を
利

用
し
た
。
そ
れ
は
、
盧
溝
橋
事
件
は
対
日
妥
協
に
走
ろ
う
と
す
る
国
民
党
政
権

を
、
中
国
共
産
党
が
徹
底
抗
戦
に
追
い
や
っ
た
記
念
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い

う
解
釈
で
あ
る
。
こ
の
解
釈
は
日
本
の
歴
史
学
者
や
マ
ス
コ
ミ
も
支
持
し
て
い

た
。
そ
し
て
、
そ
の
流
れ
の
中
か
ら
、
事
件
自
体
が
中
国
共
産
党
の
陰
謀
で
あ

る
と
い
う
議
論
も
出
て
き
た
。
し
か
し
、
戦
後
二
〇
数
年
を
経
過
し
て
中
共
政

権
が
国
連
代
表
の
座
を
獲
得
す
る
に
あ
た
り
、
自
信
を
持
っ
た
中
共
は
国
民
党

政
権
の
マ
イ
ナ
ス
部
分
も
含
め
て
、
こ
の
事
件
の
責
任
を
す
べ
て
日
本
へ
押
し

付
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
方
、
台
湾
（
国
民
党
政
権
）
は
一
貫
し
て
日
本
軍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
V

の
陰
謀
説
を
譲
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
秦
氏
自
身
は
、
盧
溝
橋
事
件
の
所
謂

「
第
一
発
」
に
つ
い
て
、
国
民
党
第
二
九
軍
の
下
級
兵
士
た
ち
に
よ
る
偶
発
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

発
砲
と
考
え
て
お
り
、
中
共
陰
謀
説
も
否
定
し
て
い
る
。
以
上
が
秦
氏
の
分
析

で
あ
る
。

　
日
中
国
交
回
復
（
一
九
七
二
年
）
以
前
は
、
中
国
（
大
陸
）
政
府
は
正
面
か

ら
日
本
の
中
国
大
陸
侵
略
の
行
為
を
批
判
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
れ

は
柳
条
湖
事
件
（
満
州
事
変
）
、
南
京
事
件
に
し
て
も
同
様
で
あ
る
。
ま
だ
台

湾
の
国
民
党
政
権
（
中
華
民
国
）
が
世
界
的
に
認
知
さ
れ
て
い
た
時
代
は
、
そ

れ
よ
り
先
に
や
る
べ
き
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
盧
溝
橋
事
件
を

国
民
党
の
批
判
の
材
料
に
す
る
し
か
な
か
っ
た
。
中
国
（
大
陸
）
政
府
が
一
九

八
二
（
昭
和
五
七
）
年
夏
の
教
科
書
問
題
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
日
本
の
中

国
大
陸
侵
略
の
行
為
を
大
き
く
批
判
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
こ
こ
二
〇
数

年
の
こ
と
で
あ
る
。

　
つ
づ
い
て
、
江
口
圭
一
氏
は
同
様
の
件
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
分
析
し
て

い
る
。
日
本
国
内
に
お
い
て
は
、
柳
条
湖
事
件
が
関
東
軍
幕
僚
の
周
到
な
謀
略

に
よ
る
計
画
的
な
作
戦
行
動
で
あ
っ
た
の
と
は
異
な
り
、
盧
溝
橋
事
件
は
事
前

に
仕
組
ま
れ
た
計
画
あ
る
い
は
謀
略
で
は
な
く
、
偶
発
的
な
衝
突
で
あ
っ
た
、

と
い
う
の
が
通
説
と
な
っ
て
お
り
、
江
口
氏
も
も
ち
ろ
ん
そ
の
説
で
あ
る
が
、

二
つ
の
異
論
が
存
在
す
る
。
そ
の
一
つ
は
盧
溝
橋
事
件
を
日
本
軍
の
「
挑
発
」

あ
る
い
は
「
計
画
」
と
す
る
中
国
の
公
式
的
な
い
し
主
流
的
な
見
解
で
あ
る
。

い
ま
一
つ
の
異
論
は
、
盧
溝
橋
事
件
を
中
国
共
産
党
の
謀
略
・
計
画
に
よ
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

す
る
日
本
の
一
部
で
根
強
く
抱
か
れ
て
い
る
見
解
で
あ
る
。

　
こ
の
二
つ
の
異
論
の
う
ち
、
前
者
の
代
表
的
な
人
物
と
し
て
江
口
氏
が
挙
げ

る
の
が
、
歴
史
研
究
者
の
曲
家
源
氏
で
あ
る
。
曲
氏
は
一
九
九
二
（
平
成
四
）

年
、
「
国
恥
忘
る
べ
か
ら
ず
歴
史
叢
書
」
の
一
冊
と
し
て
「
盧
溝
橋
事
変
起
因

考
論
1
あ
わ
せ
て
日
本
の
関
係
す
る
歴
史
研
究
者
と
の
意
見
交
流
」
（
中
国
華

僑
出
版
社
）
を
刊
行
し
た
。
こ
こ
で
は
、
盧
溝
橋
事
件
に
関
す
る
、
秦
郁
彦
氏

を
は
じ
め
と
し
て
、
井
上
清
氏
、
藤
原
彰
氏
、
安
井
三
吉
氏
、
そ
し
て
江
口
圭

一
氏
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
日
本
の
研
究
者
の
諸
説
が
具
体
的
に
取
り
上
げ
ら
れ

て
、
批
判
さ
れ
て
い
る
。
曲
家
源
氏
は
、
こ
の
事
件
に
お
け
る
「
偶
発
」
的
か

「
計
画
」
的
か
の
問
題
に
つ
い
て
、
こ
の
事
件
は
「
日
本
軍
が
自
分
で
計
画
的

に
デ
ッ
チ
あ
げ
た
も
の
」
で
あ
り
、
「
盧
溝
橋
事
件
の
原
因
問
題
に
お
け
る
日

本
の
一
部
の
歴
史
研
究
者
の
中
国
の
そ
れ
と
の
意
見
の
食
い
違
い
」
は
「
根
本
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的
な
性
質
」
が
あ
り
、
そ
れ
は
「
歴
史
に
対
す
る
基
本
的
な
観
念
の
相
違
、
あ

る
い
は
民
族
的
偏
見
か
ら
生
ま
れ
た
結
果
」
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
曲
氏
は
、
一

部
の
日
本
の
学
者
は
、
「
狭
い
民
族
主
義
か
ら
出
発
し
て
」
「
一
部
の
侵
略
的
行

為
に
対
し
て
意
識
的
に
か
無
意
識
的
に
か
そ
れ
を
弁
護
し
て
」
い
る
、
と
述
べ

　
〔
1
0
）

て
い
る
。
江
口
氏
に
言
わ
せ
れ
ば
、
こ
れ
は
「
批
判
と
い
う
よ
り
非
難
」
で
あ

（
H
）

る
。　
な
お
、
江
口
氏
は
先
の
秦
氏
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
中
国
共
産
党
と
国
民
党
の

見
解
の
相
違
に
つ
い
て
は
ふ
れ
て
い
な
い
。

三
　
盧
溝
橋
事
件
の
歴
史
的
評
価
を
め
ぐ
っ
て
（
二
）

　
先
の
曲
家
源
氏
の
見
解
を
詳
し
く
紹
介
し
た
安
井
三
吉
氏
は
、
基
本
的
に
は

盧
溝
橋
事
件
の
歴
史
的
評
価
に
つ
い
て
は
江
口
圭
一
氏
と
同
様
な
見
解
だ
が
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。
日
本
の
研
究
者
の
多
く
は
、
盧
溝
橋
事
件
を

柳
条
湖
事
件
と
違
っ
て
「
偶
発
」
的
な
も
の
と
見
て
い
る
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま

で
も
事
件
の
発
端
、
も
っ
と
厳
密
に
言
え
ば
「
第
一
発
」
に
関
し
て
の
こ
と
で

あ
る
。
一
方
、
中
国
で
は
こ
の
事
件
は
発
生
当
時
か
ら
日
本
側
の
計
画
的
「
謀

略
」
事
件
と
見
る
見
解
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
中
で
も
「
第
二

の
九
・
一
八
」
「
計
画
的
で
順
序
だ
っ
た
侵
略
行
為
」
と
い
う
言
葉
は
、
当
時

か
ら
今
日
（
一
九
九
三
年
）
に
至
る
ま
で
、
ま
た
大
陸
の
人
、
台
湾
の
人
あ
る

い
は
華
僑
、
華
人
を
問
わ
ず
ほ
と
ん
ど
の
中
国
人
、
中
国
系
人
が
盧
溝
橋
事
件

に
対
し
て
抱
き
つ
づ
け
て
き
た
、
「
い
わ
ば
民
族
的
感
情
と
言
う
べ
き
も
の
」

　
　
　
　
（
1
2
）

を
表
し
て
い
る
。

　
そ
こ
か
ら
安
井
氏
は
、
自
分
の
盧
溝
橋
事
件
に
対
す
る
考
え
の
骨
子
を
示
す
。

日
中
戦
争
は
、
日
本
の
中
国
に
対
す
る
侵
略
戦
争
で
あ
り
、
こ
の
点
で
は
中
国

人
の
見
解
と
食
い
違
い
は
な
い
。
日
本
の
陸
軍
は
、
柳
条
湖
事
件
の
過
程
に
お

い
て
、
す
で
に
華
北
武
力
占
領
計
画
を
検
討
し
て
お
り
、
機
会
が
あ
れ
ば
実
行

し
よ
う
と
す
る
構
想
は
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
日
中
の
意
見
の
食
い
違
い
は
こ
の

点
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
支
那
駐
屯
軍
が
華
北
さ
ら
に
は
中
国
全
土
の
武

力
占
領
を
企
図
し
て
盧
溝
橋
事
件
を
引
き
起
こ
し
た
と
い
う
意
味
で
の
日
本
軍

「
計
画
」
説
は
正
確
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
盧
溝
橋
で
の
軍
事
衝
突
が
、
戦
争

の
全
面
化
へ
と
な
ぜ
至
っ
た
の
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
日
本
軍
の
大
軍
の
出
動
が

あ
り
、
こ
れ
に
中
国
側
も
結
局
は
抗
戦
に
踏
み
切
っ
た
。
こ
う
し
た
両
国
の
力

の
衝
突
が
戦
争
の
全
面
化
を
招
来
し
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
も
、
中
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
1
3
）

に
も
戦
争
拡
大
の
責
任
が
あ
る
、
な
ど
と
言
う
も
の
で
は
な
い
。
ま
さ
し
く
、

安
井
氏
の
著
書
『
盧
溝
橋
事
件
』
と
は
、
盧
溝
橋
事
件
の
検
討
を
通
じ
て
、
日

本
と
中
国
の
間
に
あ
る
日
中
戦
争
に
対
す
る
理
解
の
相
違
に
つ
い
て
で
き
る
か

ぎ
り
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
あ
て
み
た
い
、
す
く
な
く
と
も
お
互
い
⑳
考
え
て
い
る
こ

と
の
ど
こ
が
ど
う
違
う
の
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
、
と
い
う
の
が

執
筆
の
目
的
の
大
半
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
江
口
圭
一
氏
も
、
一
九
八
七
（
昭
和
六
二
）
年
の
盧
溝
橋
事
件
五
〇

周
年
の
時
の
山
東
大
学
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
、
「
（
盧
溝
橋
ー
引
用

者
）
事
件
そ
の
も
の
は
偶
発
的
で
あ
る
。
日
本
の
帝
国
主
義
的
侵
略
と
い
う
問

題
と
、
事
件
が
計
画
的
で
あ
っ
た
か
否
か
と
い
う
こ
と
と
は
次
元
が
違
う
問
題

で
あ
る
。
事
件
が
偶
発
的
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
私
は
決
し
て
日
本
帝
国
主
義

の
侵
略
性
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
（
後
略
）
」
、
と
い
う
よ
う
に
コ
メ
ン
ト

　
　
　
（
1
4
）

し
て
い
る
。

　
先
の
『
国
民
の
歴
史
』
を
め
ぐ
る
議
論
の
時
に
見
た
よ
う
に
、
盧
溝
橋
事
件

が
「
偶
発
」
的
か
日
本
軍
に
よ
る
「
計
画
」
的
も
の
か
で
あ
る
か
に
か
か
わ
ら
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ず
、
日
中
戦
争
時
期
に
お
け
る
日
本
の
中
国
大
陸
侵
略
行
為
は
ま
ぎ
れ
も
な
い

歴
史
事
実
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
再
確
認
し
て
お
き
た
い
。
本
稿
で
は
詳
し
く

触
れ
な
い
が
、
周
知
の
よ
う
に
、
日
本
で
は
鈴
木
明
氏
、
藤
岡
信
勝
氏
、
東
中

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

野
修
道
氏
な
ど
の
よ
う
に
、
日
中
戦
争
に
お
け
る
南
京
大
虐
殺
「
ま
ぼ
ろ
し
」

説
を
主
張
す
る
研
究
者
も
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
研
究

者
は
一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
一
二
月
＝
二
日
に
発
生
し
た
南
京
事
件
に
お

け
る
日
本
軍
に
殺
さ
れ
た
中
国
人
の
人
数
や
、
そ
の
中
国
人
が
捕
虜
か
民
間
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

な
の
か
、
な
ど
と
い
う
議
論
に
持
ち
込
も
う
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
問
題
点

の
す
り
替
え
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
日
本
軍
が
多
数
の
中
国
人
を
殺
傷
し

た
の
は
確
か
な
歴
史
事
実
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
日
中
戦
争
に
お
け
る
さ
ま
ざ

ま
な
事
件
を
議
論
す
る
時
の
大
前
提
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
先
に
挙
げ
た

曲
家
源
氏
の
よ
う
な
中
国
側
の
研
究
者
に
よ
く
見
ら
れ
る
「
民
族
的
感
情
」
を

前
面
に
押
し
出
し
た
議
論
も
や
は
り
不
適
当
で
あ
ろ
う
。
歴
史
事
実
を
分
析
す

る
時
に
、
冷
静
な
議
論
な
く
し
て
、
正
し
い
方
向
に
行
く
と
は
思
え
な
い
の
で

あ
る
。

　
む
ろ
ん
、
日
本
側
の
盧
溝
橋
事
件
「
偶
発
」
説
の
研
究
者
も
、
一
枚
岩
と
は

言
え
な
い
。
例
え
ば
、
江
口
圭
一
氏
は
そ
の
著
書
『
盧
溝
橋
事
件
』
に
お
い
て
、

秦
郁
彦
氏
が
「
支
那
駐
屯
軍
」
に
対
す
る
「
第
二
九
軍
側
の
行
動
と
対
応
が
も

う
少
し
慎
重
か
つ
適
切
で
あ
っ
た
ら
、
盧
溝
橋
事
件
は
起
ら
ず
、
も
し
起
き
て

も
局
地
紛
争
と
し
て
収
拾
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
議
論
に
対
し
、
「
盧
溝

橋
事
件
の
実
証
的
研
究
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
る
」
秦
氏
と
し
て
は
、
「
ひ
ど
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

一
面
的
な
議
論
」
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。
江
口
氏
は
、
盧
溝
橋
事
件
に
お
け

る
七
月
八
日
午
前
五
時
三
〇
分
の
戦
闘
は
、
日
本
軍
が
「
一
方
的
か
つ
主
動
的

に
引
き
お
こ
し
た
」
こ
と
は
、
「
議
論
の
余
地
の
な
い
明
白
な
事
実
で
あ
る
」

　
　
　
（
1
8
）

と
主
張
す
る
。
今
後
も
、
盧
溝
橋
事
件
の
歴
史
的
評
価
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
さ

ま
ざ
ま
に
展
開
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

　
そ
こ
で
、
本
稿
に
お
い
て
盧
溝
橋
事
件
の
歴
史
的
評
価
の
問
題
を
考
え
る
最

後
と
し
て
、
盧
溝
橋
事
件
六
〇
周
年
の
一
九
九
七
（
平
成
九
）
年
七
月
に
お
け

る
「
日
中
戦
争
」
に
関
す
る
姫
田
光
義
氏
の
見
解
を
取
り
上
げ
て
お
く
こ
と
に

す
る
。
姫
田
氏
に
よ
る
と
、
一
九
三
七
年
の
盧
溝
橋
事
件
に
始
ま
る
日
中
間
の

全
面
的
戦
争
を
「
日
中
戦
争
」
と
い
う
。
し
か
し
こ
の
表
現
は
正
確
で
は
な
い
。

こ
の
戦
争
は
中
国
に
お
け
る
そ
れ
ま
で
の
日
本
側
の
一
方
的
な
侵
略
拡
大
に
対

し
て
、
つ
い
に
中
国
側
が
国
を
挙
げ
て
武
力
抵
抗
に
踏
み
切
っ
た
こ
と
に
よ
っ

て
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。
も
し
も
中
国
側
が
不
抵
抗
の
姿
勢
を
と
り
全
面
的

な
抵
抗
戦
争
に
立
ち
上
が
ら
な
か
っ
た
な
ら
、
日
本
は
依
然
と
し
て
「
戦
争
」

で
は
な
く
「
事
変
」
と
か
「
事
件
」
の
連
続
と
し
て
侵
略
を
拡
大
し
つ
づ
け
た

に
違
い
な
い
。
つ
ま
り
「
日
中
戦
争
」
な
ん
て
も
の
は
存
在
し
な
か
っ
た
、
の

　
（
1
9
）

で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
姫
田
氏
は
、
日
中
戦
争
と
は
中
国
側
か
ら
す
れ
ば
迫
ら
れ

て
行
わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
抵
抗
戦
争
（
「
八
年
の
抗
戦
」
）
で
あ
り
、
民
族
の

独
立
と
解
放
を
目
指
す
「
抗
日
戦
争
」
で
あ
っ
た
こ
と
、
日
本
側
か
ら
す
れ
ば

強
力
な
抵
抗
に
出
会
い
、
全
面
的
に
引
き
ず
り
込
ま
れ
た
一
連
の
「
対
華
侵
略

戦
争
」
の
帰
結
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
日
中
戦
争
」

と
い
う
表
現
は
公
明
正
大
で
は
な
く
、
日
本
人
と
し
て
は
「
対
華
侵
略
戦
争
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

と
い
う
の
が
正
し
い
と
考
え
る
、
と
主
張
し
て
い
る
。

　
こ
の
姫
田
氏
の
見
解
は
、
日
中
戦
争
に
お
け
る
中
国
側
の
立
場
を
や
や
強
調

し
す
ぎ
た
面
が
あ
る
と
も
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
日
本
人
と
し
て
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
重
要
な
歴
史
観
を
姫
田
氏
は
指
摘
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な

わ
ち
、
盧
溝
橋
事
件
以
前
の
日
本
の
中
国
に
対
す
る
侵
略
行
為
が
、
つ
い
に
日
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中
全
面
戦
争
の
勃
発
を
招
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
導
火
線
と
な
っ
た
の
が
盧
溝

橋
事
件
で
あ
る
。
日
中
全
面
戦
争
を
引
き
起
こ
し
た
の
は
、
日
本
側
に
多
大
な

責
任
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
の
侵
略
行
為
の
拡
大
に
関
し
て
も
同
様
で
あ

る
。
そ
の
歴
史
事
実
を
日
本
人
は
よ
く
認
識
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
そ
れ
で
は
つ
ぎ
に
、
盧
溝
橋
事
件
の
同
時
代
に
お
け
る
評
価
の
問
題
を
、
特

に
尾
崎
秀
実
の
論
考
を
例
と
し
て
考
え
て
み
た
い
。

四
　
盧
溝
橋
事
件
勃
発
前
夜

　
時
代
は
一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
前
半
、
西
安
事
変
後
の
抗
日
統
｝
戦
線

の
結
成
に
よ
り
、
日
中
関
係
は
緊
張
の
度
合
い
を
深
め
て
い
た
。
こ
の
時
期
、

尾
崎
秀
実
は
、
朝
日
新
聞
社
の
特
派
員
と
し
て
滞
在
し
て
い
た
上
海
か
ら
帰
国

し
て
か
ら
五
年
後
、
「
張
学
良
ク
ー
デ
タ
ー
の
意
義
」
（
『
中
央
公
論
』
一
九
三

七
年
一
月
）
に
よ
り
論
壇
で
注
目
を
受
け
、
「
中
国
統
一
化
」
論
争
に
参
加
す

る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
「
中
国
評
論
家
」
と
し
て
の
地
位
を
確
固
た
る
も
の
に

し
て
い
た
。
尾
崎
は
、
公
の
職
業
は
も
ち
ろ
ん
朝
日
新
聞
社
の
記
者
で
あ
っ
た

が
、
彼
の
日
中
問
題
に
対
す
る
発
言
は
積
極
的
な
も
の
で
あ
り
、
発
言
の
場
は

『
中
央
公
論
』
『
改
造
』
な
ど
の
リ
ベ
ラ
ル
な
雑
誌
を
中
心
と
し
て
い
た
。

　
そ
の
中
で
尾
崎
が
絶
え
ず
指
摘
し
て
い
た
の
は
、
中
国
に
お
け
る
民
族
運
動

の
動
向
で
あ
る
。
例
え
ば
、
一
九
三
七
（
昭
和
↓
二
）
年
の
『
社
会
と
国
家
』

三
月
号
の
「
戦
争
の
危
機
と
東
亜
」
に
お
い
て
は
、
尾
崎
は
「
我
々
は
支
那
の

民
族
運
動
の
行
方
を
見
守
る
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
一
両
年
間
支
那
に
現
れ
た
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

族
運
動
の
質
的
な
転
換
は
甚
だ
重
要
な
示
唆
を
我
々
に
与
え
る
の
で
あ
る
」
と

述
べ
て
い
る
。
こ
の
「
質
的
な
転
換
」
と
は
、
西
安
事
変
発
生
以
後
抗
日
統
一

戦
線
の
結
成
の
根
源
的
な
力
と
な
り
え
た
中
国
に
お
け
る
民
族
運
動
の
急
速
な

高
揚
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
こ
の
論
文
で
尾
崎
は
日
中
戦
争
勃
発
の

危
機
に
つ
い
て
も
予
想
し
て
い
る
。
「
戦
争
の
破
口
は
将
来
或
い
は
支
那
に
求

め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
そ
の
場
合
に
お
い
て
も
終
局
的
、
決
定
的

な
戦
争
は
…
（
伏
せ
字
－
引
用
者
）
行
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
〔
危
機

が
〕
（
原
文
伏
せ
字
－
引
用
者
）
充
分
発
展
し
、
支
那
の
民
族
運
動
が
成
熟
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
2
2
）

き
っ
た
瞬
間
に
行
わ
れ
る
可
能
性
が
多
い
と
思
わ
れ
る
」
。
中
国
の
民
族
運
動

が
「
成
熟
し
き
っ
た
瞬
間
」
と
は
、
非
常
に
微
妙
な
表
現
で
は
あ
る
が
、
こ
の

時
期
尾
崎
は
日
中
全
面
戦
争
の
勃
発
に
つ
い
て
危
惧
し
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

　
そ
し
て
、
同
年
四
月
に
は
尾
崎
は
昭
和
研
究
会
に
参
加
す
る
。
彼
は
こ
こ
で

は
「
支
那
問
題
研
究
会
」
に
属
し
、
六
月
に
は
そ
の
責
任
者
に
な
っ
た
。
尾
崎

は
こ
の
「
支
那
問
題
研
究
会
」
に
お
い
て
初
期
に
は
、
「
支
那
経
済
の
特
質
、

発
展
段
階
の
検
討
、
対
支
認
識
の
是
正
な
ら
び
に
確
立
」
に
お
け
る
、
「
支
那

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

に
お
け
る
列
強
、
こ
と
に
英
国
の
勢
力
」
に
つ
い
て
報
告
し
て
い
る
。
尾
崎
の

こ
の
報
告
は
同
年
五
月
に
二
回
に
わ
た
っ
て
な
さ
れ
た
が
、
彼
は
英
国
の
極
東

侵
略
を
歴
史
的
に
説
明
し
た
の
ち
、
こ
の
後
の
英
国
の
対
中
国
政
策
の
方
向
を

決
定
づ
け
る
最
大
の
要
因
と
し
て
①
日
本
の
対
支
政
策
、
②
支
那
の
民
族
運
動

　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

の
二
つ
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
六
月
四
日
の
中
国
問
題
に
つ
い
て
の
第
一
回

記
名
討
論
で
は
、
日
本
の
対
中
国
政
策
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
た
が
、
こ
こ
で
尾

崎
は
や
は
り
中
国
の
民
族
統
一
運
動
に
つ
い
て
注
目
し
て
お
り
、
ほ
っ
て
お
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

ば
日
中
関
係
の
危
機
が
強
ま
る
、
と
し
て
い
る
。
尾
崎
は
こ
こ
で
も
一
貫
し
て
、

中
国
の
民
族
運
動
の
動
向
と
日
中
戦
争
の
危
機
に
つ
い
て
論
じ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。

　
こ
う
し
た
中
同
年
六
月
、
近
衛
文
麿
が
首
相
と
な
り
内
閣
を
組
織
す
る
。
尾

崎
は
近
衛
内
閣
に
つ
い
て
七
月
『
壮
年
団
』
に
、
「
近
衛
内
閣
と
対
支
外
交
」
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と
い
う
論
文
を
発
表
し
た
。
ま
ず
、
尾
崎
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。
「
近
衛
内
閣

の
成
立
は
、
す
こ
ぶ
る
暗
澹
と
し
た
日
本
政
治
の
現
状
に
、
一
脈
の
清
風
を
送

り
入
れ
る
も
の
と
し
て
一
般
に
多
大
の
歓
迎
を
う
け
た
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ

で
我
々
日
支
関
係
に
つ
い
て
深
い
関
係
を
持
つ
も
の
に
と
っ
て
は
、
全
く
行
き

詰
ま
り
状
態
に
あ
る
日
支
外
交
に
何
ら
か
の
局
面
転
換
が
行
わ
れ
得
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
と
い
う
期
待
を
抱
く
こ
と
は
、
寧
ろ
当
然
な
こ
と
で
な
け
れ
ば
な

　
（
2
7
）

ら
な
い
」
。
尾
崎
は
、
日
中
外
交
に
お
け
る
近
衛
内
閣
の
将
来
に
大
き
な
期
待

を
か
け
る
。
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
期
待
な
の
か
。

　
そ
れ
に
つ
い
て
尾
崎
は
、
従
来
の
日
本
の
対
中
国
外
交
が
陸
、
海
、
外
務
当

局
の
間
に
方
針
の
一
致
を
欠
き
、
ま
た
現
地
と
こ
れ
ら
本
国
中
央
部
と
の
間
に

お
い
て
、
は
た
ま
た
現
地
に
お
け
る
こ
れ
ら
相
互
の
間
に
お
い
て
行
動
、
方
針

が
必
ず
し
も
円
満
と
は
行
か
な
か
っ
た
こ
と
は
「
周
知
の
事
実
」
で
あ
る
と
し
、

そ
れ
を
原
因
と
す
る
「
日
本
の
対
支
外
交
の
不
統
一
に
悩
ま
さ
れ
た
の
は
、
然

し
何
も
支
那
側
ば
か
り
で
は
な
い
の
で
日
本
に
お
い
て
も
つ
と
に
そ
の
必
要
が

叫
ば
れ
、
軍
部
に
お
い
て
も
ま
た
一
部
に
切
実
な
対
支
外
交
統
一
の
要
望
が
起

　
　
　
　
　
（
2
8
）

こ
っ
た
の
で
あ
る
」
と
し
て
、
現
在
の
対
中
国
認
識
の
各
層
に
わ
た
る
分
裂
を

統
一
す
る
た
め
に
も
、
旧
本
の
対
中
国
外
交
の
＝
兀
化
の
必
要
性
を
主
張
し
て

（
2
9
）

い
る
。
加
え
て
尾
崎
は
、
日
中
両
国
は
国
際
的
立
場
と
社
会
構
成
が
違
う
た
め

双
方
の
理
解
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
我
々
に
と
っ
て
必
要
な
こ
と
は
、

「
何
よ
り
も
古
き
対
支
認
識
を
清
算
し
、
正
確
に
支
那
の
現
状
を
認
識
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

と
か
ら
出
発
す
べ
き
」
こ
と
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
尾
崎
秀
実
が
近
衛
文
麿
新
内
閣
に
期
待
す
る
こ
と
は
、
対
中

国
外
交
の
一
元
化
で
あ
り
ま
た
、
中
国
社
会
に
対
す
る
正
確
な
認
識
で
あ
っ
て
、

そ
う
す
れ
ば
日
中
全
面
戦
争
は
防
げ
る
可
能
性
が
あ
る
、
と
彼
は
考
え
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

て
い
た
の
で
あ
る
。

日
中
全
面
戦
争
勃
発
の
日
は
、
す
ぐ
そ
こ
ま
で
迫
っ

五
　
尾
崎
秀
実
「
北
支
問
題
の
新
段
階
」

　
一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
七
月
八
日
未
明
、
中
国
・
北
平
郊
外
の
盧
溝
橋

に
お
い
て
発
生
し
た
所
謂
「
第
一
発
」
を
発
端
と
す
る
日
中
両
軍
の
武
力
衝
突

は
、
当
初
局
地
的
に
解
決
さ
れ
る
見
通
し
が
現
地
の
交
渉
に
お
い
て
見
え
て
い

た
。
盧
溝
橋
事
件
勃
発
数
日
後
の
七
月
一
一
日
午
後
八
時
に
は
、
現
地
で
は
停

戦
協
定
の
調
印
が
行
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
同
日
、
東
京
で
は
近
衛
内
閣
は
臨

時
閣
議
で
華
北
へ
の
派
兵
を
決
定
し
て
、
午
後
六
時
三
五
分
関
東
軍
編
成
の
混

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

成
二
個
旅
団
に
、
続
い
て
朝
鮮
第
二
〇
師
団
に
華
北
派
遣
が
発
令
さ
れ
た
。
閣

議
が
終
わ
っ
た
の
ち
、
午
後
五
時
三
〇
分
風
見
章
内
閣
書
記
官
長
は
「
今
次
の

北
支
事
変
は
其
性
質
に
鑑
み
事
変
と
称
す
」
と
発
表
し
た
。
「
事
件
」
で
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

く
満
州
事
変
、
上
海
事
変
と
並
ぶ
「
事
変
」
で
あ
る
。
近
衛
首
相
は
、
こ
の
時

出
兵
に
は
本
来
反
対
で
あ
っ
た
が
、
早
急
に
出
兵
す
れ
ば
不
拡
大
方
針
で
収
拾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

で
き
る
と
考
え
て
い
た
、
と
の
ち
に
語
っ
て
い
る
。

　
こ
の
閣
議
決
定
に
先
立
っ
て
尾
崎
秀
実
は
、
近
衛
内
閣
の
強
硬
方
針
で
破
局

に
な
だ
れ
込
む
の
を
防
こ
う
と
、
風
見
内
閣
書
記
官
長
に
懸
念
を
伝
え
、
さ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

に
牛
場
首
相
秘
書
官
に
も
話
し
た
が
成
功
せ
ず
、
翌
日
の
七
月
一
二
日
に
盧
溝

橋
事
件
に
つ
い
て
の
初
め
て
の
論
文
を
執
筆
し
た
。
そ
れ
は
「
北
支
問
題
の
新

段
階
」
と
し
て
、
『
改
造
』
八
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
論
文
の
冒
頭
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

い
て
尾
崎
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
七
月
八
日
未
明
北
平
郊
外
薗
溝

橋
に
於
け
る
日
支
両
軍
の
衝
突
は
今
や
両
国
間
の
全
面
的
な
衝
突
を
惹
起
せ
ん

と
す
る
形
勢
に
あ
る
。
恐
ら
く
は
今
日
両
国
人
の
多
く
は
こ
の
事
件
の
持
ち
来
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す
で
あ
ろ
う
重
大
な
る
結
果
に
つ
き
さ
ま
で
深
刻
に
考
え
て
い
な
い
で
あ
ろ
う

が
、
必
ず
や
そ
れ
は
世
界
史
的
意
義
を
持
つ
事
件
と
し
て
や
が
て
我
々
の
眼
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

に
展
開
さ
れ
来
る
で
あ
ろ
う
」
。

　
こ
の
「
世
界
史
的
意
義
」
と
は
一
体
何
で
あ
ろ
う
か
。
盧
溝
橋
事
件
の
勃
発

は
果
た
し
て
何
を
意
味
す
る
の
か
。
尾
崎
は
の
ち
に
獄
中
に
お
け
る
「
手
記
」

に
お
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
「
…
…
私
は
昭
和
十
二
年
七
月

ハ
マ
マ
　

十
日
北
支
事
変
に
対
す
る
日
本
の
強
硬
決
意
が
決
定
さ
れ
た
時
支
那
事
変
の
拡

大
を
早
く
も
予
想
し
た
の
み
な
ら
ず
世
界
戦
争
へ
発
展
す
る
こ
と
を
断
定
し
、

そ
れ
の
み
か
、
私
の
立
場
か
ら
し
て
世
界
革
命
へ
進
展
す
べ
き
こ
と
を
す
ら
暗

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

示
し
た
の
で
あ
り
ま
し
た
」
。
そ
し
て
、
こ
の
「
北
支
問
題
の
新
段
階
」
と
い

う
論
文
に
つ
い
て
も
、
「
世
界
史
的
意
義
を
持
つ
事
態
に
発
展
す
る
」
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

曖
昧
な
表
現
で
こ
の
意
味
を
自
分
は
表
現
し
た
と
彼
は
語
っ
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
見
る
と
、
尾
崎
は
第
二
次
世
界
大
戦
の
勃
発
ま
で
見
事
に
予
想
し
た
こ
と
に

な
る
。
た
だ
そ
の
根
拠
は
明
確
な
も
の
で
は
な
い
。

　
尾
崎
は
つ
づ
け
て
こ
の
「
北
支
問
題
の
新
段
階
」
に
お
い
て
、
盧
溝
橋
事
件

の
経
過
や
そ
れ
ま
で
の
日
中
関
係
に
つ
い
て
概
観
し
た
の
ち
、
つ
ぎ
の
よ
う
に

述
べ
る
。
「
北
支
問
題
は
今
目
前
に
迫
り
つ
つ
あ
る
事
件
を
契
機
と
し
て
質
的

な
転
換
を
行
お
う
と
し
て
い
る
か
に
見
ら
れ
る
。
日
本
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、

満
洲
国
の
接
譲
地
と
し
て
日
本
と
密
接
な
関
係
に
立
つ
北
支
に
期
待
す
る
と
こ

ろ
が
北
支
自
体
の
み
と
の
関
係
、
交
渉
か
ら
は
容
易
に
得
ら
れ
な
い
と
い
う
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
3
8
）
．

実
が
明
瞭
と
な
り
来
っ
た
の
で
あ
る
」
。
即
ち
、
中
国
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

尾
崎
は
国
民
政
府
の
国
内
統
一
は
問
題
を
新
た
な
段
階
に
進
め
た
こ
と
か
ら
、

「
北
支
問
題
」
の
解
決
は
国
民
政
府
と
の
交
渉
な
し
に
は
解
決
で
き
な
い
、
と

し
て
こ
の
問
題
を
具
体
的
に
説
明
す
る
。
そ
し
て
、
「
こ
の
『
国
内
統
＝
は

決
し
て
そ
の
外
形
的
な
点
を
指
す
の
で
は
な
い
。
寧
ろ
実
質
的
に
は
そ
の
内
容

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

で
あ
り
促
進
力
で
あ
る
民
族
運
動
の
凝
集
力
を
指
す
の
で
あ
る
」
と
し
て
、
中

国
の
「
国
内
統
一
」
は
民
族
運
動
の
凝
集
力
に
よ
り
成
さ
れ
て
い
る
、
と
尾
崎

は
主
張
す
る
。
ま
た
、
「
北
支
問
題
は
今
や
全
支
問
題
な
の
で
あ
る
。
然
も
最

も
我
々
が
重
視
す
る
と
こ
ろ
は
全
支
問
題
の
意
味
が
単
に
全
支
の
統
一
政
権
た

る
国
民
政
府
の
問
題
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
な
く
全
支
那
民
族
を
相
手
に
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

居
る
の
で
あ
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
」
と
尾
崎
は
言
う
。
こ
の
華
北
に
起
こ
っ

た
問
題
は
即
ち
全
中
国
の
問
題
な
の
で
あ
り
、
日
本
は
今
で
は
全
中
国
の
民
族

を
相
手
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
こ
の
意
味
は
確
か
に
我
々
が
支
那
を
即
ち

国
民
政
府
な
り
と
見
る
場
合
よ
り
遙
に
深
い
の
で
あ
る
。
支
那
の
最
近
に
お
け

る
統
一
運
動
が
国
家
的
統
一
の
問
題
た
る
と
同
時
に
民
族
的
統
一
戦
線
の
問
題

で
あ
る
こ
と
は
我
々
が
し
ば
し
ば
最
近
と
り
上
げ
て
来
た
問
題
な
の
で
あ
る
」

「
国
民
政
府
の
持
つ
武
力
は
恐
ら
く
大
し
て
問
題
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
、
し
か

し
な
が
ら
支
那
の
民
族
戦
線
の
全
面
的
抗
日
戦
と
の
衝
突
は
遙
に
重
大
な
意
義

　
　
　
　
（
4
1
）

を
持
っ
て
い
る
」
。
以
上
の
尾
崎
の
発
言
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。

も
し
も
日
中
全
面
戦
争
が
深
刻
化
・
長
期
化
し
た
ら
、
日
本
は
中
国
の
全
民
族

と
相
手
に
戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
は
も
は
や
簡
単
に
解
決
で
き
る

問
題
と
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
日
中
全
面
戦
争
は
約
八
年
間
に
及
ぶ

と
い
う
泥
沼
化
の
状
態
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
は
、
日
本
が
中
国
全
±
の

「
民
族
」
を
軽
視
し
た
た
め
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
そ
し
て
、
こ
の
日
中
全
面

戦
争
は
、
世
界
戦
争
に
発
展
す
る
可
能
性
の
あ
る
こ
と
を
、
尾
崎
は
こ
の
時
期

に
指
摘
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
以
上
が
「
北
支
問
題
の
新
段
階
」
の
概
要
だ
が
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
論
考

の
中
で
尾
崎
が
指
摘
す
る
、
中
国
に
お
け
る
民
族
運
動
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
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れ
ば
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
井
上
清
氏
は
、
そ
の
著
書
『
昭
和
の
五
十
年
』
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

け
る
日
中
戦
争
を
記
述
し
た
部
分
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
藍
溝

橋
事
件
以
後
日
本
侵
略
者
の
前
に
立
ち
は
だ
か
っ
た
の
は
、
皇
帝
や
軍
閥
で
は

な
く
、
民
族
的
自
覚
に
燃
え
る
六
億
の
中
国
民
族
大
衆
で
あ
っ
た
。
そ
の
先
頭

に
は
、
大
長
征
の
勝
利
に
よ
っ
て
、
そ
の
強
大
さ
を
十
分
に
実
証
し
た
中
国
共

産
党
が
立
っ
て
い
た
。
蒋
介
石
も
こ
の
民
族
の
意
志
に
お
さ
れ
て
抗
日
民
族
戦

線
を
結
成
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
あ
の
広
大
な
中
国
で
六
億
の
民
族
が
団
結

し
て
抗
日
に
立
ち
上
が
っ
た
と
き
、
日
本
が
精
鋭
部
隊
を
た
と
え
百
万
、
二
百

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

万
送
っ
た
と
て
、
最
後
の
勝
利
が
ど
う
し
て
得
ら
れ
よ
う
」
。
こ
れ
を
参
考
に

す
れ
ば
、
尾
崎
の
指
摘
す
る
中
国
に
お
け
る
民
族
運
動
と
は
、
ま
さ
し
く
中
国

社
会
を
国
家
統
一
の
方
向
に
指
向
さ
せ
る
中
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
も
し
く

は
中
国
の
民
衆
（
民
族
）
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
も
ち

ろ
ん
、
目
に
は
見
え
な
い
「
力
」
で
あ
る
。
筆
者
は
か
つ
て
、
抗
日
統
一
民
族

戦
線
結
成
の
契
機
と
な
っ
た
「
西
安
事
変
」
に
つ
い
て
、
中
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
と
い
う
、
中
国
の
民
族
的
統
一
を
模
索
す
る
中
国
の
民
衆
の
強
大
な
願
望

か
ら
発
動
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
と
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
が
（
前
掲
、
「
西

安
事
変
と
『
中
国
統
一
化
』
論
争
」
）
、
本
稿
の
中
国
に
お
け
る
民
族
運
動
も
そ

れ
と
繋
が
る
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
。

六
　
盧
溝
橋
事
件
の
同
時
代
に
お
け
る
評
価
を
め
ぐ
っ
て

　
尾
崎
秀
実
は
、
「
北
支
問
題
の
新
段
階
」
を
執
筆
し
た
三
日
後
の
一
九
三
七

（
昭
和
一
二
）
年
七
月
一
五
日
に
「
北
支
事
変
の
意
義
」
（
『
財
政
』
一
九
三
七

年
八
月
号
）
と
い
う
論
文
を
書
い
た
（
こ
の
論
文
は
、
『
尾
崎
秀
実
著
作
集
』

に
未
収
録
の
も
の
で
あ
り
、
最
近
に
な
っ
て
か
ら
今
井
清
一
氏
に
よ
っ
て
発
掘

さ
れ
て
、
『
ゾ
ル
ゲ
事
件
研
究
」
に
も
掲
載
さ
れ
た
）
。
こ
の
論
文
の
冒
頭
に
お

い
て
尾
崎
は
、
「
こ
の
事
件
（
盧
溝
橋
事
件
－
引
用
者
）
の
意
義
は
一
般
に
考

え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
簡
単
な
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ

は
単
な
る
少
数
部
隊
の
衝
突
の
善
後
処
置
と
い
う
如
き
局
部
的
な
事
件
で
は
な

く
、
実
に
日
支
両
国
の
間
に
横
た
わ
る
根
本
問
題
の
解
決
に
関
す
る
も
の
で
あ

り
、
更
に
事
態
の
進
行
如
何
に
よ
っ
て
は
実
に
世
界
的
意
味
を
持
つ
も
の
に
発

　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

展
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
」
と
、
再
び
盧
溝
橋
事
件
の
有
す
る
重
要
な
意
義
を
指

摘
す
る
。
そ
し
て
尾
崎
は
、
こ
の
事
件
の
持
つ
意
味
が
す
で
に
単
な
る
北
支
問

題
の
領
域
を
出
て
お
り
、
そ
れ
は
実
に
日
中
問
題
金
般
と
し
て
の
解
決
が
要
請

さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
問
題
の
質
的
変
化
が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
日
本
の
中
国

に
対
す
る
今
後
の
交
渉
の
相
手
方
は
表
面
的
に
は
国
民
政
府
で
あ
る
が
、
実
質

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

的
に
は
「
民
族
戦
線
」
で
あ
る
こ
と
を
は
っ
き
り
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
、

と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
尾
崎
は
、
日
中
全
面
戦
争
が
そ
の
進
行
の
如
何
に

よ
っ
て
は
、
「
世
界
的
意
味
」
を
持
つ
も
の
に
発
展
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
ま

た
日
本
の
今
後
の
交
渉
の
相
手
は
実
質
的
に
は
中
国
の
「
民
族
戦
線
」
で
あ
る

と
、
「
北
支
問
題
の
新
段
階
」
に
お
け
る
主
張
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
尾
崎
の
こ
う
し
た
注
意
喚
起
に
反
し
て
、
日
中
全
面
戦
争
の
局
面

は
拡
大
す
る
↓
方
で
あ
っ
た
。
近
衛
内
閣
は
八
月
一
七
日
の
閣
議
で
従
来
の
不

拡
大
方
針
を
放
棄
し
、
戦
時
態
勢
上
必
要
な
諸
般
の
準
備
対
策
を
講
じ
る
こ
と

を
決
定
し
た
。
ま
た
九
月
二
日
、
そ
れ
ま
で
使
用
し
て
き
た
「
北
支
事
変
」
の

名
称
を
「
支
那
事
変
」
と
改
称
し
、
全
面
的
な
日
中
戦
争
の
開
始
を
政
府
は
確

　
　
　
　
　
（
4
5
）

認
す
る
に
至
っ
た
。
尾
崎
は
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
同
年
『
壮
年
団
』
九
月

号
に
は
「
日
支
戦
争
の
展
開
」
と
い
う
論
文
を
発
表
す
る
。

　
尾
崎
は
ま
ず
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
争
端
は
は
た
し
て
全
支
的
規
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模
へ
と
発
展
し
た
の
で
あ
る
。
当
局
に
よ
っ
て
局
地
的
解
決
の
希
望
と
意
図
と

が
し
ば
し
ば
繰
り
か
え
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
支
的
規
模
へ
の
発
展
が

避
け
難
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
の
印
象
は
、
前
に
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

日
支
間
の
全
面
的
な
戦
争
が
日
本
に
と
っ
て
も
容
易
な
ら
ざ
る
重
大
事
で
あ
り
、

そ
れ
が
か
な
り
の
冒
険
的
要
素
を
含
む
も
の
で
あ
る
こ
と
は
識
者
の
つ
と
に
知

　
　
　
　
　
〔
4
6
）

る
と
こ
ろ
で
あ
る
」
。
彼
が
危
惧
し
た
と
お
り
、
日
中
戦
争
は
中
国
全
土
に
拡

大
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
は
日
本
に
と
っ
て
は
ま
す
ま
す
事
態
の
解
決
を
困
難

に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
し
て
尾
崎
は
、
戦
局
が
急
速
に
全
中
国
的
規
模
へ
と
発
展
し
た
理
由
に
つ

い
て
は
、
日
中
関
係
の
矛
盾
、
相
剋
、
行
詰
ま
り
の
深
刻
さ
に
求
め
て
、
そ
れ

は
「
…
北
支
事
変
の
勃
発
が
単
な
る
偶
然
の
小
衝
突
に
よ
る
も
の
で
な
く
し
て
、

実
に
日
本
の
大
陸
政
策
の
帰
結
の
ゲ
端
に
突
き
当
た
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ

と
、
し
か
し
こ
れ
が
根
本
的
解
決
は
全
支
的
規
模
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

と
は
指
摘
し
た
」
こ
と
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
盧
溝
橋
事
件
の
勃
発
は
、
単
な

る
小
規
模
の
日
中
両
軍
の
軍
事
衝
突
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
日
本
の
一

九
三
一
（
昭
和
六
）
年
の
満
州
事
変
以
来
の
中
国
大
陸
政
策
の
帰
結
の
一
端
と

も
言
う
べ
き
重
大
な
事
件
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
根
本
的
に
解
決
す
る
に
は
全
中

国
的
規
模
の
問
題
と
し
て
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
尾
崎
は
こ
う
し
て
日
中

戦
争
の
前
途
を
不
安
視
す
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
盧
溝
橋
事
件
勃
発
前
後
の
尾
崎
秀
実
の
そ
れ
に
関
連
す
る
論
考
を
い

く
つ
か
取
り
上
げ
て
み
た
。
そ
こ
か
ら
、
盧
溝
橋
事
件
の
同
時
代
に
お
け
る
評

価
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
自
分
の
現
在
目
の
前
に
起
こ
っ
て
い
る

事
実
に
つ
い
て
、
同
時
代
に
お
け
る
評
価
を
行
う
と
い
う
の
は
大
変
困
難
な
こ

と
で
あ
る
。
だ
が
そ
の
反
面
、
そ
の
時
代
の
状
況
を
自
分
で
肌
身
に
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
っ
て
、
そ
の
時
代
の
臨
場
感
に
直
接
触
れ
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
は
、
先
に
指
摘
し
た
、
中
国
に
お
け
る
民
族
運
動
、

言
い
換
え
る
と
中
国
社
会
を
国
家
統
↓
の
方
向
に
指
向
さ
せ
る
中
国
の
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
、
も
し
く
は
中
国
の
民
衆
（
民
族
）
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
は
、
そ
の

当
時
生
き
て
い
た
人
で
な
け
れ
ば
な
か
な
か
理
解
で
き
な
い
も
の
で
は
あ
る
が
、

つ
ぎ
に
重
要
な
こ
と
は
そ
の
事
実
関
係
を
正
確
に
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
れ
は
、
そ
の
時
代
の
日
本
軍
や
日
本
政
府
は
、
そ
の
中
国
に
お
け
る
民
族

運
動
の
重
要
性
を
理
解
で
き
て
い
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
約
八
年
間
に
及
ぶ
泥

沼
の
日
中
全
面
戦
争
を
続
け
て
し
ま
っ
た
と
指
摘
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、

盧
溝
橋
事
件
自
体
は
小
規
模
な
軍
事
衝
突
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
硫
が
、
そ
の

時
代
に
こ
の
事
件
を
分
析
す
る
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
日
本
の
中
国
大
陸
へ
の
侵

略
行
為
の
経
緯
、
そ
し
て
そ
れ
以
後
起
こ
り
得
る
事
態
も
同
時
に
視
野
に
入
れ

る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
目
の
前
に
起
き
て
い
る
事
実
だ
け
で
は
な
く
、

そ
の
背
後
に
あ
る
本
質
も
考
察
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
事
件
に
対
す
る
同
時
代
に

お
け
る
評
価
は
無
意
味
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
と
言
え
よ
う
。

　
筆
者
は
か
つ
て
、
尾
崎
秀
実
の
「
中
国
社
会
の
発
展
方
法
を
正
し
く
見
極
め

る
た
め
の
科
学
的
方
法
」
と
し
て
、
「
中
国
を
と
り
ま
く
『
国
際
関
係
」
を
重

視
す
る
研
究
方
法
」
と
、
「
『
支
那
の
民
族
運
動
』
を
重
視
す
る
研
究
方
法
」
の

二
つ
を
指
摘
し
た
浅
田
喬
二
氏
の
説
を
紹
介
し
た
（
前
掲
、
「
西
安
事
変
と

『
中
国
統
一
化
』
論
争
」
）
。
こ
の
う
ち
後
者
の
研
究
方
法
が
、
盧
溝
橋
事
件
の

同
時
代
に
お
け
る
尾
崎
の
評
価
に
と
っ
て
有
効
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

は
、
本
稿
の
中
で
指
摘
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
、
中
国
に
お
け
る
民
族
運
動

の
動
向
は
、
そ
の
時
代
の
中
国
社
会
を
分
析
す
る
場
合
に
、
必
ず
視
野
に
入
れ
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な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

お
わ
り
に

　
本
稿
で
は
こ
こ
ま
で
、
盧
溝
橋
事
件
の
歴
史
的
評
価
の
問
題
と
、
同
時
代
に

お
け
る
評
価
の
問
題
を
考
え
て
き
た
。
そ
こ
で
最
後
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
こ

と
は
、
ま
ず
、
こ
の
事
件
を
は
じ
め
と
す
る
歴
史
的
事
件
の
歴
史
的
評
価
に
つ

い
て
は
、
歴
史
事
実
を
き
ち
ん
と
把
握
し
た
上
で
な
さ
れ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、

後
世
の
我
々
の
都
合
の
よ
い
解
釈
に
よ
っ
て
歴
史
事
実
を
分
析
し
て
は
な
ら
な

い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
中
国
側
の
研
究
者
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
民
族
的
感
情

を
前
面
に
押
し
出
し
た
歴
史
的
評
価
も
適
当
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
同
時
代
に

お
け
る
評
価
を
見
て
来
た
上
で
参
考
と
な
る
こ
と
は
、
当
時
の
時
代
背
景
を
充

分
に
考
慮
し
て
歴
史
事
実
を
正
確
に
分
析
す
る
こ
と
で
あ
る
。
現
代
の
我
々
か

ら
す
れ
ば
、
そ
れ
は
非
常
に
困
難
な
こ
と
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
当
時
の

時
代
に
お
け
る
歴
史
事
実
の
背
後
に
あ
る
本
質
が
理
解
で
き
な
け
れ
ば
、
発
生

し
た
事
実
の
流
れ
を
た
だ
追
い
か
け
て
い
く
だ
け
の
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
。

そ
の
意
味
で
も
、
あ
る
歴
史
的
事
件
に
つ
い
て
の
当
時
の
研
究
者
が
分
析
し
た

論
考
か
ら
は
、
現
代
の
我
々
に
も
示
唆
を
受
け
る
も
の
が
多
分
に
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
本
稿
に
お
い
て
は
尾
崎
秀
実
の
盧
溝
橋
事
件
に
つ
い
て
の
論
考
し
か
取
り
上

げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
そ
こ
に
も
現
在
の
我
々
が
こ
の
事
件
の
歴
史

的
評
価
を
考
え
る
時
に
な
ん
ら
か
の
参
考
と
す
べ
き
も
の
が
存
在
し
て
る
と
言

え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
補
注

（
1
）
　
江
口
圭
一
「
盧
溝
橋
事
件
と
通
州
事
件
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
季
刊
　
戦
争

　
責
任
研
究
』
第
二
五
号
　
一
九
九
九
）
、
三
頁
。
な
お
、
盧
溝
橋
事
件
の
具
体
的
事

　
実
経
過
に
関
し
て
は
、
江
口
圭
一
『
盧
溝
橋
事
件
』
（
岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
　
一
九

　
八
八
）
、
安
井
三
吉
『
盧
溝
橋
事
件
』
（
研
文
出
版
　
一
九
九
三
）
、
臼
井
勝
美
『
新

　
版
　
日
中
戦
争
』
（
中
公
新
書
　
二
〇
〇
〇
）
な
ど
を
参
照
の
こ
と
。

（
2
）
　
西
尾
幹
二
『
国
民
の
歴
史
』
（
産
経
新
聞
社
　
一
九
九
九
）
、
七
六
八
頁
よ
り
引

　
　
用
。

（
3
）
　
例
え
ば
、
永
原
慶
二
『
「
自
由
主
義
史
観
」
批
判
』
（
岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
　
ニ

　
　
○
○
○
）
、
「
教
科
書
に
真
実
と
自
由
を
」
連
絡
会
編
『
徹
底
批
判
「
国
民
の
歴

　
　
史
」
』
（
大
月
書
店
　
二
〇
〇
〇
）
、
今
野
日
出
晴
「
中
学
校
歴
史
教
科
書
と
の
間
」

　
　
／
大
日
方
純
夫
「
近
代
史
か
ら
の
解
析
」
／
君
島
和
彦
「
教
科
書
国
際
交
流
の
経
験

　
　
か
ら
見
た
『
国
民
の
歴
史
』
」
（
以
上
、
『
季
刊
　
戦
争
責
任
研
究
』
第
二
九
号
　
二

　
　
〇
〇
〇
）
、
安
田
常
雄
「
〈
国
民
史
〉
の
発
想
と
方
法
1
『
国
民
の
歴
史
』
の
読
み

　
　
方
に
つ
い
て
ー
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
第
七
四
一
号
　
二
〇
〇
〇
）
な
ど
。

（
4
）
　
笠
原
十
九
司
「
日
米
人
種
戦
争
観
の
『
妄
想
』
1
十
五
年
戦
争
・
ア
ジ
ア
太
平

　
　
洋
戦
争
認
識
」
（
前
掲
、
『
徹
底
批
判
「
国
民
の
歴
史
」
』
）
、
二
五
九
頁
。

（
5
）
　
山
田
朗
「
歴
史
教
育
と
大
学
生
の
戦
争
認
識
」
（
『
中
央
公
論
』
二
〇
〇
〇
年
九

　
　
月
号
）
、
二
六
一
－
二
六
二
頁
。

（
6
）
　
同
論
文
、
二
六
三
－
二
六
五
頁
。

（
7
）
　
坂
本
多
加
雄
・
秦
郁
彦
・
半
藤
一
利
・
保
阪
正
康
『
昭
和
史
の
論
点
』
（
文
春
新

　
　
書
　
二
〇
〇
〇
）
、
八
〇
1
八
二
頁
。

（
8
）
　
同
書
、
八
二
頁
。

1312

前
掲
　、

前
掲
　、

11

）

前
掲
　、

10　9

前
掲
　、

前
掲
　、

江
口
圭
一
「
盧
溝
橋
事
件
と
通
州
事
件
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
」
、

安
井
三
吉
『
盧
溝
橋
事
件
』
、
三
〇
六
－
三
一
〇
頁
。

江
口
圭
一
「
盧
溝
橋
事
件
と
通
州
事
件
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
」
、

安
井
三
吉
『
盧
溝
橋
事
件
』
、
↑
八
－
二
〇
頁
。

安
井
三
吉
『
盧
溝
橋
事
件
』
、
二
〇
1
一
＝
頁
。

四
頁
。

四
頁
。
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（
1
4
）
　
（
座
談
会
》
野
村
浩
一
・
西
村
成
雄
・
江
口
圭
一
「
世
界
戦
争
の
な
か
の
日
中
戦

　
　
争
」
（
『
世
界
』
第
六
三
七
号
　
一
九
九
七
）
、
＝
二
二
頁
。

（
1
5
）
参
照
、
鈴
木
明
『
「
南
京
大
虐
殺
」
の
ま
ぼ
ろ
し
』
（
文
藝
春
秋
　
一
九
七
三
）
、

　
　
同
『
新
「
南
京
大
虐
殺
」
の
ま
ぼ
ろ
し
』
（
飛
鳥
新
社
　
一
九
九
九
）
、
藤
岡
信

　
　
勝
・
東
中
野
修
道
『
「
ザ
・
レ
イ
プ
・
オ
ブ
・
南
京
」
の
研
究
』
（
祥
伝
社
　
一
九

　
　
九
九
）
な
ど
。

，
（
1
6
）
　
前
掲
、
『
昭
和
史
の
論
点
』
、
八
ニ
ー
八
四
頁
。
藤
原
彰
『
新
版
　
南
京
大
虐
殺
』

　
　
（
岩
波
ブ
ッ
ク
レ
幽
ッ
ト
　
一
九
八
八
）
、
二
〇
1
二
四
頁
。

（
1
7
）
　
前
掲
、
江
口
圭
一
『
盧
溝
橋
事
件
』
、
三
六
頁
。

（
1
8
）
F
前
掲
、
江
口
圭
一
『
盧
溝
橋
事
件
』
、
三
六
1
三
七
頁
。

（
1
9
）
　
姫
田
光
義
「
日
中
戦
争
と
は
何
だ
っ
た
の
か
」
（
『
世
界
』
第
六
三
七
号
　
一
九

　
　
九
七
）
、
八
七
1
八
八
頁
。

（
2
0
）
　
同
論
文
、
八
八
頁
。

（
2
1
）
　
『
尾
崎
秀
実
著
作
集
』
（
勤
草
書
房
版
、
全
五
巻
　
一
九
七
七
1
七
九
）
第
一
巻
、

　
　
一
〇
頁
よ
り
引
用
。

（
2
2
）
　
同
右
、
一
〇
頁
よ
り
引
用
。

（
2
3
）
　
昭
和
研
究
会
と
は
、
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
後
藤
隆
之
助
が
蝋
山
政
道
・

　
　
佐
々
木
弘
雄
な
ど
と
図
っ
て
創
設
し
た
国
策
研
究
団
体
で
、
近
衛
文
麿
・
風
見
章

　
　
ら
が
そ
の
設
計
計
画
を
支
持
し
た
。
こ
こ
で
の
研
究
活
動
の
成
果
に
基
づ
き
政
府

　
　
に
進
言
し
て
、
国
策
に
織
り
込
ま
せ
る
こ
と
が
こ
の
会
の
目
標
と
な
っ
た
。
参
加

　
　
者
は
橘
撲
・
三
木
清
な
ど
、
革
新
的
な
人
物
も
多
く
い
た
。
参
照
、
後
藤
隆
之
助

　
　
監
修
、
昭
和
同
人
会
編
著
『
昭
和
研
究
会
」
（
経
済
往
来
社
　
一
九
六
八
）
、
酒
井

　
　
三
郎
『
昭
和
研
究
会
』
（
T
B
S
ブ
リ
タ
ニ
カ
　
一
九
七
九
）
。

（
2
4
）
　
前
掲
、
昭
和
同
人
会
編
著
『
昭
和
研
究
会
』
、
一
四
二
頁
。

（
2
5
）
　
同
書
、
一
四
二
頁
。

（
2
6
）
　
同
書
」
一
四
ニ
ー
一
四
五
頁
。

（
2
7
）
　
『
尾
崎
秀
実
著
作
集
』
第
一
巻
、
二
三
四
頁
よ
り
引
用
。

（
2
8
｝
　
同
右
、
二
三
六
頁
よ
り
引
用
。

（
2
9
）
　
同
右
、
二
三
六
頁
。

（
3
0
）
　
同
右
、
二
三
八
頁
。

（
3
1
）
　
前
掲
、
臼
井
勝
美
『
新
版
　
日
中
戦
争
』
、
六
五
1
六
八
頁
。

（
3
2
）
　
同
書
、
六
八
頁
。

（
3
3
）
　
岡
義
武
『
近
衛
文
麿
』
（
岩
波
新
書
　
一
九
七
二
）
、
六
四
－
六
五
頁
。

（
3
4
）
　
今
井
清
一
「
著
作
か
ら
見
た
尾
崎
秀
実
の
中
国
認
識
」
（
『
中
国
研
究
月
報
』
第

　
　
六
＝
号
　
一
九
九
九
）
、
四
〇
1
四
一
頁
。

（
3
5
）
　
『
尾
崎
秀
実
著
作
集
』
第
二
巻
、
六
〇
頁
よ
り
引
用
。

（
3
6
）
　
『
現
代
史
資
料
』
②
「
ゾ
ル
ゲ
事
件
」
（
二
）
（
み
す
ず
書
房
　
一
九
六
二
）
、
一

　
　
〇
頁
よ
り
引
用
。

（
3
7
）
　
同
書
、
一
〇
頁
。

（
3
8
）
　
『
尾
崎
秀
実
著
作
集
』
第
二
巻
、
六
四
頁
よ
り
引
用
。

（
3
9
）
　
同
右
、
六
五
頁
。

（
4
0
）
　
同
右
、
六
五
頁
よ
り
引
用
。

（
4
1
）
　
同
右
、
六
五
頁
よ
り
引
用
。

（
4
2
）
　
井
上
清
『
昭
和
の
五
十
年
』
（
講
談
社
現
代
新
書
　
一
九
七
六
）
、
八
八
頁
よ
り

　
　
引
用
。

（
4
3
）
　
今
井
清
一
編
集
・
解
説
「
尾
崎
秀
実
の
『
著
作
集
』
等
未
収
録
著
作
（
続
の

　
　
一
）
」
（
『
ゾ
ル
ゲ
事
件
研
究
』
第
四
号
　
一
九
九
八
）
、
三
二
頁
よ
り
引
用
。

（
4
4
）
　
同
右
、
三
四
－
三
五
頁
。

（
4
5
）
　
前
掲
、
臼
井
勝
美
『
新
版
　
日
中
戦
争
』
、
七
九
頁
。

（
4
6
）
　
『
尾
崎
秀
実
著
作
集
』
第
一
巻
、
二
四
四
頁
よ
り
引
用
。

（
4
7
）
　
同
右
、
二
四
七
頁
。


